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6 ひな白痢平板凝集反応における非特異反応の発生事例 

 

県央家畜保健衛生所                                  

安西真奈美 赤間俊輔 

はじめに 

ひな白痢は、Salmonella Pullorum 

(S.Pullorum)によって引き起こされる、主に

幼雛に白色下痢を伴う敗血症死をもたらす急

性伝染病である 1）2）。 

国内における本病の発生は、1920年代に始

まり、大きな被害をもたらしたが、家畜伝染

病予防法に基づき、保菌鶏の摘発とう汰が続

けられ、1980年頃までに発生は著しく減少し

た 2)。しかし、近年においても、2001年に茨

城県と千葉県で、2010年には京都府で発生が

あり 3）4）5)、依然として家畜防疫上重要な感

染症であることに変わりなく、迅速かつ正確

な診断が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

図1 ひな白痢診断の手順と注意点 

スクリーニング検査である、ひな白痢平板

凝集反応によって凝集が認められた場合には、

本病を疑い、臨床検査、病理解剖、細菌学的

検査等を進めていくこととなるが、本病の特

徴として、「成鶏が感染した場合、明らかな臨

床症状を伴わず不顕性感染をもたらし保菌鶏

となる場合が多い」ことや「一般的なサルモ

ネラ等と異なる生化学性状を示す項目も多い」

こと等、診断に注意を要する部分も多い（図

1）。  

今回、県内の一養鶏場において、ひな白痢

平板凝集反応で凝集を認めた事例について、

病性鑑定を実施した。本事例を通じ、いくつ

かの知見が得られたので、その概要を報告す

る。 

 

発生概要 

当該農場は、総飼養羽数約1万5千羽、平

飼いのサルモネラワクチン未接種農場である。

定期的に、ひな白痢平板凝集反応によるひな

白痢の自衛検査を実施しており、当該ロット

は、172日齢時の検査では全羽陰性であった。

しかし、184日齢時の検査において、ひな白

痢平板凝集反応で凝集が認められ、当所へ通

報があった。全3鶏舎について 60羽ずつ検査

を行ったところ、全ての鶏舎で陽性が認めら

れ、陽性率は鶏舎により最大 48.3％と高率で

あったが、産卵率の低下、死亡羽数の増加や

下痢等の臨床症状は認められなかった。 

 

材料と方法 

1 病理解剖 

最も陽性率の高かった3号鶏舎の生体5 

羽について病理解剖を実施した。平板凝集 

反応陽性のものを No.1～3とし、陰性のも 

のを No.4、5とした。 
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2 病理組織学的検査 

No.1～5の主要臓器（肝臓、脾臓、腎臓、

心臓、肺）、脳、卵巣、膵臓、胆嚢、消化管

（食道、筋胃、腺胃、十二指腸、空回腸、

盲腸扁桃部、盲腸膨大部、直結腸、総排泄

腔）を採材し、病理組織学的検査を実施し

た。 

3 細菌学的検査  

No.1～5の主要臓器、卵巣、膵臓、胆汁、

盲腸内容、クロアカスワブに加えて、同居

鶏のクロアカスワブプール（5羽×10検体）

と環境材料（鶏舎の牽引スワブ、給与飼料）

を材料に用いた。 

培養方法は、常法に従いそれぞれの材料

に応じた方法で実施した（図2）が、特に下

記の2点を考慮した。  

(1)S.Pullorumは硫化水素を産生しない

性質をもつため、DHL寒天培地で黒色コロニ 

ーを形成せず、無色コロニーを形成する。

したがって、DHL寒天培地では S.Pullorum

を選別することが困難であるため、サルモ

ネラ用の選択分離培地である X-SAL寒天培

地での培養も併せて実施した。 

(2)通常のサルモネラ属菌は、ハーナーテ

トラチオン酸塩培地（HTT）で増菌培養を行う

が、S.Pullorumは HTTでは増菌されないこと

が報告されているため、ラパポートバシリア

ディス培地（RV）での増菌培養も併せて実施

した。 

 

 

 

 

 

 

図2 細菌学的検査 

4 血清学的検査 

No.1～5について、当所にて全血を用いた

平板凝集反応を実施した。さらに、血清を

用いた試験管内凝集反応とゲル内沈降反応

を農研機構動物衛生研究所（動衛研）に依

頼した。 

 

結果 

1 病理解剖及び病理組織学的検査 

S.Pullorumやその他のサルモネラの関与 

を疑う所見は認められなかった。 

2 細菌学的検査 

No.1～5の主要臓器、卵巣、膵臓、胆汁か

ら細菌は分離されなかった。また、臓器以

外の材料（No.1～5の盲腸内容とクロアカス

ワブ、同居鶏のクロアカスワブプール、環

境材料）からも S.Pullorum及びその他のサ

ルモネラ属菌は分離されなかった（図3）。 

 

 

 

 

 

 

 

図3 細菌学的検査結果 

3 血清学的検査 

(1) 平板凝集反応 

農場における自衛検査の結果と同様に、 

No.1～3で陽性、No.4,5で陰性を示した。 

(2) 試験管内凝集反応 

No.1,2は25倍、No.3は 200倍を示し 

た。No.4,5は、平板凝集反応の結果と同 

様、抗体は検出されなかった。動衛研保 

有のひな白痢陽性血清は、凝集抗体価が 

800倍を示した。 
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(3) 寒天ゲル内沈降反応 

陽性コントロール（PS）は、抗原（Ag） 

との間に明瞭な 2本の沈降線が認められ 

た。被検血清については、No.1～5、全検 

体で沈降線は認められなかった(図 4)。 

 

 

 

 

 

 

図4 寒天ゲル内沈降反応の結果 

 

病性鑑定のまとめ 

農場における自衛検査で平板凝集反応が

陽性になったとの通報があり、病性鑑定を実

施した。農場の自衛検査結果と同様、当所で

実施した平板凝集反応でも陽性が認められた

が、臨床症状はなく、病理解剖、病理組織学

的検査、細菌学的検査でも、ひな白痢を疑う

所見や結果は認められなかった。動衛研に依

頼した試験管内凝集反応では、抗体が検出さ

れたが、ゲル内沈降反応ではいずれの検体か

らも沈降線は認められなかった。以上の結果

を総合的に判断し、非特異反応とした。 

なお、当該農場については、その後も継続

してモニタリングを実施し、異常がないこと

を確認している（図5）。 

 

 

 

 

 

 

 

図5 病性鑑定まとめ 

非特異反応の原因 

 過去の報告によると、非特異反応の原因は、

S.Pullorumに対する抗体の存在が関与しな

い凝集反応と、抗体の存在が関与する交差凝

集反応とに大別される 6）。 

1 抗体の存在が関与しない凝集反応 

(1) 抗原側の要因 

疫学的に関連のある農場において、同 

一ロットのひな白痢急速診断用菌液を用

いて平板凝集反応を実施しているが、非

特異反応は認められず、抗原が非特異反

応への関与の可能性は低いものと考えられ

た。 

(2) 鶏側の要因（飼料、品種等） 

飼料と品種は、県内同一系列農場と共 

通であった。しかし、これらの農場では非特 

異反応が認められないことから、飼料と 

品種の非特異反応への関与の可能性は 

低いと考えられた。 

2 抗体の存在が関与する交差凝集反応 

(1) サルモネラワクチンの接種 

Salmonella Enteritidis不活化ワク 

チンの接種による交差反応が起こりうる 

ことが報告されている。今回の事例では、 

ワクチン接種による可能性は否定された。 

(2) S.Pullorumと共通抗原を持つ細菌の 

感染 

ひな白痢急速診断用菌液との交差反応 

として、Salmonella Enteritidis 、 

Salmonella Thyphimrium、Salmonella  

Schwarzengrund、一部の大腸菌、Proteus  

mirabilis （P.mirabilis）、ブドウ球菌、 

ブルセラ等の細菌感染の関与が報告され 

ている 6)7)8)9)。本事例では盲腸内容とクロ 

アカスワブから P.mirabilisが多数分離 

され、本菌を用い被検血清と直接凝集反
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応を試みたところ、高率に凝集が見られた。

そのため、P.mirabilisの非特異反応への関与

を疑い、追加検査を行った。 

 

非特異反応の原因の検証 

P.mirabilisは、ある特定の株（Gwatzkin

株）に S.Pullorumとの共通抗原（サルモネラ

O12抗原）を保有することが報告されている

6)10）。分離された P.mirabilisとサルモネラ

O12抗血清とを用い直接凝集反応を実施した

が、凝集は認められず、サルモネラO12抗原

の非特異反応への関与は否定された。 

以上の結果から、本事例において

P.mirabilisを含め、非特異反応の原因の特

定には至らなかった。 

 

今後の課題 

近年、鶏の感染症については、高病原性鳥

インフルエンザ（HPAI）が注目されているが、

ひな白痢のように、万が一発生すると甚大な

影響を与える感染症はHPAI以外にも多くの

ものがある。また、ひな白痢も HPAI同様、家

畜伝染病であり、当該農場だけでなく、疫学

関連農場等を含め、大規模な防疫対策が求め

られる。 

そのため、普段からHPAI同様、万が一の

発生に備えることが重要である。しかし、現

在では清浄化が進み発生が著しく減少したひ

な白痢のような感染症は、診断経験のある職

員も少なく、検査体制が十分整備されている

とは言いがたい状況にある。 

本県では、この経験を踏まえ、病性鑑定技

術の向上と検査体制の整備を目的として、病

性鑑定担当者会議において、各家保の病性鑑

定担当者に対し情報共有を行った。さらに、

今後の類似事例の発生に備え、病性鑑定の経

験が乏しい職員でも非特異反応の判定を含め、

ひな白痢を総合的に診断できるよう、検査マ

ニュアルの作成に取り組んでいる。 

 非特異反応の原因については、近年

S.Pullorum以外のサルモネラが分離され、関

与が疑われるような報告が多い 8)9)が、本事

例では徹底した細菌分離の試みにも関わらず、

サルモネラは分離されなかった。一方、

P.mirabilisが多数分離され関与が疑われた

が、追加検査の結果、本菌の関与は否定され

た。今回は非特異反応の原因の解明には至ら

なかったが、本稿が今後の類似事例発生時に

貴重な情報となることを期待したい。 
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